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A
W

々

報

与

友

曾

々

報

九

州

皐

友

曾

品
川
制
御
限
ほ
の
常
初
－
ふ
り
六
百
五
十
年
妙
法
の
謀
総
ゆ
る
時
な
〈
‘
吹

〈
風
流
る
、
水
の
－
一
ま
で
も
妙
法
の
五
字
を
哨
ふ
る
誠
山
が
築
、
加
山
の

皐
闘
に
籍
を
従
〈
二
百
有
徐
の
健
児
、
泣
く
阿
品
川
慈
父
の
膝
下
を
離
れ
北

は
梓
来
、
北
海
道
、
隔
は
朝
鮮
九
州
と
、
負
笈
ぜ
る
者
も
大
ゃ
に
及
ぶ
o
蕊

に
否
が
九
州
準
友
合
は
具
体
同
心
の
翠
訓
に
某
き
合
員
の
税
院
と
相
互
扶

助
の
精
紳
の
下
に
生
れ
出
た
り
o

五
日
が
阻
中
友
ヘ
刊
は
大
正
六
年
内
月
信
感
友
合
の
合
則
を
改
正
し
創
立
せ
ら

れ
た
り
。
抑
制
後
は
合
員
努
力
に
「
ふ
り
紛
々
降
盛
と
な
り
、
大
正
九
年
一
い
は

合
川
を
改
正
せ
し
が
、
一
え
に
時
勢
の
幾
遜
て
札
江
川
－
い
そ
の
趨
勢
に
測
ら
ん
と

て
復
昭
和
三
年
十
月
合
則
の
改
疋
を
－
け
へ
り
o
貨
に
創
立
己
来
十
布
余
年

ハ
針
々
降
円
H
を
見
る
に
至
れ
り
。

だ
に
本
令
の
合
川
の
主
な
ろ
も
の
を
禦
ぐ
れ
ば

第
二
級
九
州
男
子
ノ
意
気
ヲ
後
雌
シ
協
同
一
致
事
二
百
ル
ヲ
目
的
ト
ス

第
五
位
陣
令
務
後
民
並
ニ
ム
仰
数
億
道
ノ
法
探
ヲ
育
成
ス
ル
目
的
ヲ
以
－
T
左

ノ
コ
一
部
ヲ
山
氏
ク

一
、
財
務
部
一
、
文
明
郎
・
一
、
講
演
部

各
部
細
川
ハ
別
ニ
之
7
定
ム

第
六
依
合
員
一
一
シ
一
ア
不
正
行
伐
ア
ル
時
ハ
相
互
間
二
一
ぬ
テ
誠
血
日
シ
体
凶

一
八
八

ヲ
汚
ス
時
ハ
除
名
底
分
－
一
附
λ

本
山
第
五
僚
一
二
依
リ
各
部
細
則
ヲ
定
ム

一

、

財

務

部

第
二
保
乃
至
第
二
脇
陣
ニ
シ
テ
第
二
依
ヲ
又
五
項
二
分
チ
命
社
交
問
状
入

ヲ
整
加
山
政
相
口
セ
リ

o

一
一
、
文

m宇

都

第
一
線
本
部
ハ
踊
凶
市
東
公
同
措
現
行
妙
遁
誌
上
へ
円
山
崎
延
使
リ
』

7
何

誌
川
刷
斡
都
宛
毎
月
二
十
七
日
迄
脱
稿
7
m近
付
ス
ペ
キ
事

第
二
総
本
部
ハ
幹
事
五
名
7
M
H
キ
時
機
一
二
陥
ミ
名
士
ノ
講
演
ヲ
速
記
シ

投
稿
ス
ル
事

妙

道

泊

信

員

二

名

名

士

講

演

法

記

員

三

名

三

、

講

演

滞

第
一
一
保
木
部
ハ
幹
事
コ
一
名
ヲ
泣
ク

毎
月
二
凶
沿
秋
、
講
演
令
ヲ
受
託
一
二
開
催
シ
大
ユ
錬
燐
ヲ
行

フ
モ
ノ
ト
ス
、

第
二
依
本
部
ρ

毎
年
過
宜
ト
訟
ム
ル
時
ハ
夏
期
術
教
ヲ
行
7
事、

巳
上
本
舎
の
合
の
設
な
る
部
分
で
あ
る
。
（
一
附
山
生
）



北

陸

皐

友

曾

本
校
中
、
鷲
梨
、
関
西
、
九
州
等
、
幾
多
の
曾
在
り
o
夫
れ
等
の
舎
は
共

の
範
悶
と
人
員
の
多
き
と
い
於
て
遂
に
我
が
曾
を
凌
ぐ
。
然
と
雌
も
我
が

北
陸
路
e

亥
令
の
有
す
E
幾
多
の
特
色
は
他
合
の
ひ
と
し
〈
敬
慕
す
べ
き
も

の
た
る
を
信
ず
o
北
陸
血
中
友
合
口
其
れ
は
合
員
相
互
の
扶
助
信
隣
で
あ
り

川
郷
人
の
合
問
的
融
和
の
集
合
機
関
で
あ
り
、
同
時
に
北
陣
地
方
即
ち
新

潟
、
富
山
、
石
川
、
耐
井
、
滋
賀
の
五
豚
下
の
寺
院
全
部
を
推
載
し
、
是

れ
と
連
絡
を
取
り
て
、
将
来
宗
敬
家
主
乙
て
の
一
戦
兵
た
る
、
続
論
の
食

地
総
騰
を
な
し
、
ハ
た
れ
山
場
校
伝
徒
の
古
都
誌
の
便
宜
を
計
る
等
。
以
て
吾
が

肌
中
文
合
の
使
命
、
両
日
と
せ
り
つ
然
り
然
し
て
五
日
が
血
中
友
舎
は
大
正
九
年

内
創
立
に
し
て
、
日
未
だ
浅
L
、
然
れ
ど
己
川
県
十
数
名
の
卒
栄
生
を
、
和

総
い
で
出
す
、
是
れ
本
血
中
友
舎
の
磁
史
な
り
o
蓋
し
共
仙
寺
諸
先
輩
良
〈
正
日

人
の
任
務
を
全
う
し
た
り
と
言
つ
ベ
し
o
A
V
宇
合
員
十
武
名
中
、
責
任
者

ご
し
て
記
録
、
布
教
、
合
計
の
三
部
を
設
け
、
先
輩
訴
削
の
意
思
を
総
〈
。

恩
昧
浅
簿
も
顧
慮
せ
ず
o
五
日
等
責
任
者
は
此
の
双
一
川
に
負
ふ
o
本
合
の
前

途
に
、
俊
民
て
幸
編
と
の
欄
従
々
盛
ん
な
る
を
祈
る
の
み
。
先

『
治
聞
記
』

闘
西
皐
友
曾
報

『
具
体
同
心
な
れ
ば
苗
内
事
を
成
じ
、
阿
体
臭
心
な
れ
ば
諸
事
契
ふ
事
な

し
o
云
々
』
三
官
に
狩
議
す
る
型
組
の
御
遺
文
、
而
も
そ
れ
が
我
々
の
身
心

に
沼
り
議
せ
む
教
訓
を
椛
ば
し
め
白
づ
と
胸
禁
を
し
て
一
止
し
〈
せ
し
め
る

E手

"Jι 

曾

々

報

事
は
、
者
婆
が
妙
薬
に
按
せ
し
人
と
同
じ
く
、
不
知
の
問
に
品
川
ん
ど
自
然

に
起
る
瞬
間
の
動
作
で
あ
ら
う
。

品
川
ザ
い
み
傍
の
永
久
に
い
ま
す
闘
犬
竺
の
窓
鷲
山
を
初
め
、
日
吋
丘
に
於
け

る
一
六
台
山
、
さ
て
は
口
域
の
比
叡
山
、
の
如
き
み
山
口
是
勾
の
み
山
に
向

勝
れ
て
も
劣
る
ま
じ
と
本
化
の
御
税
讃
遊
ば
さ
れ
た
、
我
が
身
延
山
。
吹

〈
風
流
る
ミ
水
の
普
迄
も
の
悉
〈
が
、
劫
初
仲
世
深
の
妙
法
を
唱
へ
ざ
る
と

一
育
事
な
き
聖
楽
に
、
五
日
こ
そ
如
意
賓
珠
を
授
り
本
仰
の
法
伐
に
滴
ら
ん
と

楽
ひ
来
る
者
本
化
の
正
嫡
逝
い
て
滋
に
六
百
欽
十
年
巳
降
幾
人
？
。
同
も

是
等
官
制
現
段
・
徒
の
回
同
に
建
設
さ
れ
れ
母
校
制
山
問
中
院
は
、
過
去
三
百
数
十

年
に
至
る
可
成
り
古
き
裕
史
を
官
官
す
る
血
中
院
で
あ
る
。
従
来
、
従
西
、
従

商
、
従
北
、
負
笈
の
徒
は
、
各
自
制
訓
の
行
学
二
泣
を
附
・
み
八
日
出
霜
を
閲

し
た
る
後
、
弘
法
成
立
の
一
助
と
し
て
郷
闘
に
勇
獄
精
進
す
る
暁
を
錐
み
、

近
隣
A
H
M

の
摩
次
脅
な
る
も
の
を
組
織
し
て
相
万
一
扶
助
の
概
念
を
防
相
養
す

る
事
に
専
念
で
あ
る
o
就
中
我
等
が
親
し
む
皐
亥
合
な
る
も
は
米
治
を
中

心
・
と
す
る
閥
西
で
、
今
試
に
共
同
開
西
血
中
小
久
令
範
囲
を
一
不
せ
に
近
訟
・
中
側
、

四
凶
及
び
中
部
の
一
部
に
迄
佼
入
し
た
所
前
大
革
友
曾
で
あ
る
。
創
立
己

来
日
向
浅
〈
似
か
七
ヶ
年
に
過
ぎ
な
い
か
、
然
し
熱
ご
情
と
の
結
合
で
あ

る
代
々
の
幹
事
及
び
合
員
の
協
力
は
今
日
漸
く
舎
を
し
て
新
遂
の
曙
光
を

見
る
に
歪
ワ
た
事
を
・
合
員
の
一
人
ご
し
て
奔
～
ぶ
も
の
で
あ
る
。

我
等
が
A
W
の
内
市
什
は
第

γ
脇
陣
よ
り
な
る
合
員
規
約
並
に
細
則
第
問
項
と

を
A
V
せ
成
立
せ
る
も
の
で
、
共
一
端
を
述
べ
ば
刻
約
第
五
時
叫
に
依
て
関
内

側
由
揮
官
官
徳
山
師
を
印
刷
問
に
推
戴
、
及
び
第
四
臨
時
合
長
一
名
、
将
来
三
名
を

一
八
九



F手

令

々

t長

7友

前
き
諸
班
内
事
業
を
遂
行
せ
し
む
、
円
一
又
わ
吋
凱
甲
山
地
一
川
己
上
の
A

W

A
ロ
を
附

〈
知
一
寸
に
依
り
成
立
せ
る
も
の
で
あ
る
。
ハ
似
し
規
約
及
び
細
則
は
多
少
捕
獲
更

を
免
れ
ず
J

大
医
十
二
年
六
月
三
日
に
令
組
織
の
合
作
、
食
時
の
溌
起
－
者
は
中
等
部

の
小
路
一
、
前
一
松
思
議
君
、
山
口
龍
明
君
、
古
川
将
義
君
仙
寺
、
我
等
が
先
輩

は
幾
多
の
涙
仁
主
し
き
離
闘
を
斥
け
喬
倒
の
結
果
鼓
い
大
正
十
二
年
十
月

廿
九
日
脳
間
に
現
武
井
房
住
職
、
常
時
七
面
山
別
頭
小
松
海
海
側
を
仰
ぎ
、

M
M
の
熱
心
な
御
同
情
よ
り
な
る
御
援
助
を
伴
っ
て
、
令
長
に
問
削
制
修
宏
、

副九
M
H

長
に
野
崎
県
穆
君
、
幹
事
に
山
口
龍
明
者
を
選
ぴ
A
M
M

相
場
武
井
口
町
に
し

て
蕊
に
漸

t
其
第
一
揮
を
皐
げ
た
、
品
川
時
A
M
H

只
は
約
サ
名
足
ら
ず
で
あ
っ

た
が
掴
叫
ん
7

是
れ
が
殆
ど
佑
し
て
品
川
五
名
に
満
々
と
す
旦
合
員
を
有
し
、
各

血
中
友
合
中
に
名
民
共
遜
色
無
き
に
至
っ
た
前
提
を
な
し
た
も
の
で
あ
る
。

大
正
十
五
年
十
月
廿
九
日
に
は
間
間
取
友
令
事
業
と
し
て
束
終
に
削
松

山
常
を
創
設
し
車
止
の
寄
宿
に
充
て
仁
、
此
の
事
業
は
附
和
二
年
十
月
迄
縦

続
し
た
が
一
一
、
三
の
事
情
の
伐
武
井
房
小
松
制
問
へ
伝
・
附
し
た
、
然
し
常

時
の
淵
級
官
常
は
現
在
に
至
る
も
向
数
名
の
原
生
を
牧
作
せ
る
お
ば
、

A

W

の

興
っ
て
カ
あ
り
と
一
千
山
て
も
過
言
で
艇
か
－
h

う

o
m和
二
年
五
月
叶
日
に

は
闘
岡
県
a

－一A
A
W
夏
季
布
敬
の
件
を
決
議
し
山
ち
に
何
年
度
よ
り
耕
士
三
名

を
汲
泣
賀
行
し
た

o
只
怯
む
ら
〈
は
合
系
人
情
傑
少
の
鑓
充
分
な
る
慮
援

の
出
世
帯
ざ
り
し
事
を
。
父
大
阪
明
段
高
等

K
単
校
の
毎
夏
串
世
話
抜
行
に
は

合
の
許
す
限
り
歓
迎
し
て
い
る
o

白
分
は
希
望
と
し
て
愛
す
る
県
友
令
が
絞
も
長
剣
味
の
あ
る
事
業
と
し

一
九

O

て
‘
そ
し
て
又
期
作
す
る
大
後
民
共
等
総
て
の
キ
ヤ
ス
テ
ン
グ
、
ポ

1
ト

た
撮
る
合
員
諸
子
よ
、
私
は
此
の
誠
意
ξ
熱
情
と
に
燃
ゆ
旦
誠
子
を
心
か

ら
歎
迎
し
一
一
府
の
活
躍
ら
望
む
も
の
で
あ
る
o
純
近
皐
友
品
開
卒
業
先
議
者

と
提
携
薄
き
低
地
方
と
の
聯
絡
が
次
第
に
疎
陥
と
な
る
申
す
た
桁
事
と
す
る

が
．
是
は
一
般
に
見
倣
れ
る
弊
申
告
白
で
あ
る
か
ら
早
晩
改
良
さ
れ
る
事
を
信

じ
て
疑
ロ
な
い
0

（
吉
岡
生
）

東
北
向
学
友
命
u

東
北
は
－

m凍
束
淑
偽
札
試
や
し
て
本
化
西
川
伶
設
た
ら
し
め
附
浮
統
一
の

大
理
想
た
立
し
玉
ふ
務
机
の
錫
跡
こ
そ
な
け
れ
、
永
仁
三
年
六
老
併
の
俊

傑
蓮
梨
阿
者
梨
日
持
上
人
海
外
布
教
の
途
上
平
茅
を
開
拓
し
本
国
の
下
組

遊
ば
さ
れ
た
地
、
勾
問
料
山
寄
注
の
大
枝
越
と
し
て
勤
王
家
具
」

L
て
の
波
木

弁
公
の
子
孫
永
住
の
地
で
あ
る
o
斯
の
如
き
一
院
史
的
背
景
を
有
す
る
東
北

は
爾
来
銭
々
妙
敬
流
布
の
機
廷
に
向
ひ
ん
す
や
求
道
者
間
町
銭
の
問
中
徒
淑
i

多

〈
山
拠
地
身
延
の
町
内
十
院
へ
迩
々
負
笈
す
る
者
年
々
そ
の
数
を
加
へ
誌
に
郷
友

和
合
し
て
談
合
す
る
事
岡
山
で
あ
っ
穴
。
合
の
搭
笠
時
代
目
掛
H
く
お
き
来
延

す
る
車
生
相
加
i
A
M
H
A
H

の
数
も
繁
く
な
り
自
然
に
闘
体
制
約
の
必
要
か
感

じ
こ
h

に
恩
院
教
授
猪
口
海
浮
削
、
白
川
組
制
相
内
山
の
伐
鏡
闘
仏
却
に
来
住
せ
る

南
部
男
役
ら
顧
問
と
し
て
大
正
十
三
年
一
本
堅
生
加
藤
錬
明
君
佐
藤
海
澄
対

等
の
尽
力
の
下
に
東
北
感
友
合
は
生
れ
れ
の
で
あ
る
o
常
時
品
背
負
は
十
数

名
で
あ
っ
た
o
間
も
な
く
江
利
山
義
剥
削
が
皐
院
教
授
と
な
ら
れ
た
の
で

令
の
指
導
を
懇
街

L
十
い
0

こ
れ
よ
り
舎
の
隆
盛
見
る
べ
き
も
の
が
あ
つ
れ
。



A
W
H

則
等
の
設
は
な
い
が
異
体
同
心
の
肌
訓
や
奉
戴
し
て
信
仰
行
取
を
剛
山
hm

他
日
東
北
山
．
米
地
に
妙
法
成
布
の
花
ら
咲
か
さ
ん
も
の
と
開
。
刊
の
皮
句
研

究
資
表
耕
平
H
秘
節
、
或
は
名
士
を
招
待
し
て

m術
講
座
を
開
催
し
働
事
奉

仕
作
業
等
随
宣
之
を
貨
行
し
て
ゐ
る
o

こ
れ
皆
例
制
報
以
内
一
分
と
心
符

て
ゐ
る
の
で
本
合
員
は
創
立
式
以
来
如
何
な
る
催
し
の
場
合
も
一
人
も
欠

席
者
が
な
い
o

現
在
合
員
の
教
は
十
三
名
卒
業
せ
る
者
七
名
将
校
者
三
名

で
あ
る
つ

川
み
に
本
合
顧
問
江
利
山
先
生
は
線
、
近
身
延
文
怖
の
大
裳
理
を
遂
行
せ

ら
れ
A
！
？
身
延
岡
書
館
創
立
の
曙
光
を
見
る
に
至
っ
た
U

狛
的
w
－
竹
本
合
の

伐
に
議
カ
せ
ら
る
弘
事
坑
市
平
日
に
は
議
じ
難
い
。

um
口
先
生
は
そ
の
后
群
馬

豚
妙
光
守
に
あ
っ
て
ゆ
等
教
育
に
従
事
・
し
て
府
ら
れ
る
o

南
部
引
併
は
於
手
厳
に
日
連
波
数
令
所
を
設
立
し
て
側
道
布
教
の
傍
ら

山
本
笈
を
護
持
・
し
て
府
ら
る
ι

誌
が
、
身
延
に
於
て
は
従
前
泊
り
本
令
顧
問
で

あ
λ
c

（
式
同
生
）

鷲

峰

皐

友

曾

Z
H

が
鷲
降
車
亥
曾
は
初
め
は
甲
傍
観
友
晶
口
と
務

l
mに
巾
防
山
刻
附
仰
い

法
籍
又
は
俗
蛇
轄
を
有
す
る
単
徒
の
み
に
よ
り
て
創
設
総
持
せ
ら
れ
し
も
の

に
し
て
、
漸
次
後
日
棋
を
来
せ
る
結
果
、
大
正
十
凶
年
四
月
遂
に
東
京
、
山

製
、
静
岡
、
紳
奈
川
、
長
野
、
千
楽
、
刑
判
閉
山
川
、
茨
城
、
崎
玉
、
栃
木
、

の
一
府
九
協
の
車
徒
よ
り
成
る
駕
峰
摂
友
合
を
小
一
む
に
歪
れ
り
o
蒸
し
こ

れ
撃
訓

尋4

合

主ι

々

報

『
H
W曲
が
弟
子
総
那
は
此
の
山
を
一
冗
と

L
て
参
る
可
！
巳
に
範
り
、
ま
れ

た
へ
ぬ
み
訟
の
伎
の
山
風
を
仰
お
す
る
r
ム
り
成
れ
る
も
の
な
り
c

き
れ
ば
否
等
の
モ
ッ
ト
ー
と
す
る
所
は
『
行
阜
の
二
泣
を
は
げ
み
倣
べ

し
、
行
拶
絶
え
な
ば
働
法
は
わ
る
ペ
か
ム
ず
』
の
翠
訓
に
在
り
c

吾
品
川
干
の
盟
約
と
す
る
所
は
『
異
休
同
心
の
翠
訓
に
泉
き
、
合
員
相
官
北
の
刻

踏
を
計
り
、
以
て
勝
来
布
教
傍
導
に
一
八
献
す
る
を
以
て
目
的
と
す
』
の
A
W

則
に
在
り
c

我
弘
干
の
擁
殺
す
る
合
艇
の
、
金
モ
ー
ル
に
ふ
ち
ど
ら
れ
た
緋
地
に
燃
ゆ

る
が
如
き
品
開
紋
の
紘
は
単
純
の
赤
誠
と
況
口
等
の
希
望
一
を
、
－
そ
表
徴
す
る
に

足
れ
り
。

斯
る
窓
義
あ
り
、
長
き
係
史
を
有
す
る
王
H

か
感
心
A
舎
は
創
虫
以
来
幾
多

の
卒
業
先
制
吊
生
を
川
巡
り
て
、
何
れ
も
宗
門
に
、
批
令
に
、
日
程
ま
し
き
口

献
と
指
導
を
し
或
は
新
開
地
に
雄
飛
し
、
或
一
人
は
我
那
最
北
端
樺
太
の

附
致
地
に
皐
身
弘
法
に
努
め
つ

L
あ
る
は
議
し
舎
の
み
と
す
る
所
な
り
。

水
人
刊
日
は
賛
助
合
員
、
特
別
合
貝
、
正
合
同
H
L
り
成
り
、
吾
が
制
山
肌
下
院

教
頭
高

m惑
忍
削
、
数
務
主
任
蛇
岡
義
遜
川
を
首
め
清
水
中
ぷ
正
、
丸
山
飯

孝
、
松
木
一
本
興
、
切
一
一
H
H
A
舛
勝
の
諸
教
授
、
本
山
役
諌
と
し
て
は
録
事
望
月

本
氏
側
、
波
唱
越
智
正
削
を
首
め
望
月
本
将
、
小
林
氏
立
の
詩
附
何
れ
も
之

が
賛
助
同
は
と
し
て
後
援
を
添
う
し
、
殊
に
松
木
本
興
、
丸
山
節
孝
、
望
月

本
店
廿
の
詩
的
関
問
と
し
て
直
接
御
指
導
を
賜
は
り
て
現
在
凶
十
偽
名
の
民

令
民
は
将
に
萩
峰
を
凝
立
た
ん
と
し
丹
、
ふ
り
o
比
一
の
武
線
と
し
て
文
摩

部、

H
詑
胸
部
を
設
け
て
文
書
品
卵
焼
に
、
設
波
紋
的
に
、
若
き
志
気
は
捕
か

九



H日
1

友

合

d守

報

九

昇
ら
ぎ
る
を
符
ざ
る
状
態
に
在
り
o
毎
日
サ
五
日
夜
身
延
大
普
坊
功
徳
合

の
請
に
膝
じ
て
往
て
訟
廷
を
張
川
、
山
川
の
市
泊
ま
れ
ざ
る
議
男
女
に
心
よ
り

の
慰
安
を
奥
〈
共
に
翌
日
仰
の

有
知
日
無
知
H
を
き
ら
は
ず
一
川
に
他
事
を
捻
て
、
南
無
妙
法
法
務
総
と
明

ふ
ベ
し

の
信
念
を
椛
ひ
っ

L
あ
る
は
他
に
迫
従
を
許
さ
H
A

る
窓
気
に
非
ず
や
。

鷲
峰
、
鷲
ケ
架
こ
そ
、
げ
に
文
字
油
リ
宗
門
の
有
、
一
川
附
浮
提
統
一
の

墓
地
に
非
？
宇
0

必
鷲
峰
に
椛
ひ
し
不
能
の
信
カ
を
以
て
前
舵
舎
の
附
陣
頭
に
立
ワ
若
人
こ

そ
又
－
w

れ
第
二
の
日
蓮
に
非
ず
や
さ
O

（
石
井
生
）

本
誌
融
現
行
品
川
中
エ
御
援
助
下
サ
レ
タ
ル
左
記
ノ
方
々
ニ
一
謝
窓
ヲ
衣
ス

一
金
拾
削
也

一
金
五
附
也

一
金
五
附
也

一
金
拾
五
回
也

一
金
拾
阿
也

一
金
参
削
也

血

中

院

長

況

下

冷
泉
執
事
長
殿

中
村
執
事
次
長
殿

数

師

課

般

本
山
合
計
深
股

藤

田

一

議

暁

般


